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≪研究 口知識普及の概要≫

熱電発電は発見から約 200年の歴史があり古くからある原理ですが、性能面やコス ト面での検討課

題が多いです。一方で、昨今の省エネルギー技術の必要性向上や、エナジーハーベスティング (環境

発電)の市場創生などの要請もあり、熱電発電は今もなお研究対象として、注目を浴びています。

その中でも、熱電発電モジュールは鍵となるデバイスでありますが、現状の業界全体の研究段階と

しては、熱電材料の研究が進んでいるもの、モジュール化の試みをしたいという需要が高まっていま

す。特に、高性能なモジュールとするためには、熱電発電材料の高密度実装が重要で、その為に個別

の熱電発電材料に適した方法や聞接部材の組合せを特定する必要があるため、このような研究検討を

進めておく事は、業界の市場拡大へ貢献できるものであります。


